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第 号199 平成27年（2015年）

〔２月15日発行〕

　１月2３日（金）に市議会議場において
八街っ子夢議会が開催されました。市内
の小・中・高校生が身近な問題を市長な
どに問いかけました。

八街っ子夢議会

12月定例会
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議 案 の 内 容

平成25年度各会計決算が認定されました　

平成２5年度一般会計決算

※歳入歳出差引額5億9千300万円は、翌年度への繰越しや、
　基金に積み立てました。

市債
16億9千800万円
　（8.2％）

国・県支出金
49億100万円
（23.6％）

使用料及び手数料
3億6千200万円
（1.7％）

分担金及び負担金
1億8千800万円
（0.9％）

地方交付税
39億5千万円
（19.0％）

公債費
〔借りているお金の
　返済〕
24億7千100万円
（12.3％）

教育費
〔学校教育の充実
　などに〕
20億9千500万円
（10.4％）

　　衛生費
　〔市民の健康維持
　やごみ処理などに〕
22億4千500万円
（11.1％）

議会費
2億3千400万円
（1.2％）

総務費
〔市役所の運営など〕
21億2千100万円
（10.5％）

民生費
〔福祉の充実などに〕
75億9千100万円
（37.7％）

土木費
〔道路、橋、河川
の整備などに〕
15億700万円
（7.5％）

農林水産業費
〔農業の振興などに〕
5億200万円
（2.5％）

商工費
〔商業の振興などに〕
1億2千700万円
（0.6％）

消防費
〔消防防災などに〕
12億5千900万円
（6.2％）

207億5千300万円

201億6千万円

地方譲与税
1億9千400万円
（1.0％）

地方消費税交付金
5億8千400万円
（2.8％）

市税
70億5千900万円
（34.0％）

諸収入
7億1千200万円
（3.4％）

その他
2億6千200万円
（1.3％）繰越金

2億2千600万円
（1.1％）
繰入金
6億1千700万円
（3.0％）

本決算は、10月に決算審査特別委員会で審査が行なわれ、
12月定例会初日（12月12日）に委員長報告修了後、認定されました。

その他
800万円
（0.0％）
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議 案 の 内 容

区　分 平成25年度 平成24年度 平成23年度
財 政 力 指 数 0.626 0.631 0.653
実質収支比率 4.1％ 4.7％ 4.9％
経常収支比率 95.8％ 95.5％ 94.5％
公債費負担比率 17.1％ 17.3％ 17.7％

■財政力指数

■実質収支比率

■経常収支比率

■公債費負担比率

３年間の平均値で表す。１に近いほど財政力が強い。
１を超えるほど余裕財源を持っていることになる。

実質収支額の水準を判断するもの。３～５％が望ま
しいとされる。

財政構造の弾力性を示す指標として用いられ、この
比率が高いほど経常一般財源に余裕がなくなると考
えられ、通常は、70％～ 75％が標準とされている。

財政の硬直性の高まりを示す指標。地方債の元利償還金
に使われた一般財源の、一般財源総額に対する割合。一般
的には15％が警戒ライン20％が危険ラインとされている。

財政
指標

区　分 歳入決算額 歳出決算額
一般会計 207億5千300万円 201億6千　万円
国 民 健
康 保 険 94億1千500万円 95億8千800万円

後期高齢
者 医 療 3億8千100万円 3億7千700万円

介護保険 36億8千100万円 36億　900万円

下 水 道
事 業 14億6千100万円 14億4千400万円

平成 25 年度一般会計・特別会計決算

平成 25 年度水道事業会計決算
区　分 決算額

水 道 事 業 収 益 10億　400万円
水 道 事 業 費 用 10億3千700万円
資 本 的 収 入 1億4千　万円
資 本 的 支 出 4億1千　万円

平成25年度一般会計決算、討論！　 ）約一部要（ 

　

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　
反対討論 賛成討論

平成２５年度予算編成方針では、

債権確保など一層の徴収強化の方針

とともに、受益者負担の適正化、２９

７事業の見直しで１億２千９００万円の削減を図ったとしてい

ます。その内容は、身体障害者・精神障害者保健福祉手帳交

付等診断料助成の削減や鍼・灸・マッサージ券の支給制限な

ど、支援が必要な市民への負担増強化の一方、１時間５０ミリ

の降雨量にしか対応できない大池雨水第三幹線事業を推進

し、今後一層の財政難とサービス切り捨ての市政運営となって

います。市全体の雨水排水対策を検討すべきです。財源確保

では、市税滞納者の年間所得が２００万円以下の世帯が約４割

強を占める中、生活や営業が困難な実態を無視して徴収を強

化すれば一層生活を脅かします。また、子供たちの進路に重大

な影響を与える学資保険の差し押さえは断じて認められませ

ん。懇切丁寧な納税相談と自主的な納税への取り組みを求め

ます。２５年度の市税収は県下ワースト１でありながら、市長の

交際費は印旛郡市の中で最高の支出となっており、徹底した見

直しを求めます。交通安全対策費は、前年度と比較すると約４

８％もの削減ですが、本市の道路事情からも安全対策の強化

が必要です。防災の拠点となる防災課の人員配置増は、喫緊

の課題であり早急に増員を求めます。年々増大する国保の医療

費抑制につなげるために、健康診断の検診項目を増やし、検診

費用の無料化を実施し、早期発見・早期治療の取り組みが必要

です。市経済の中心である農業・商工関連の決算額は総額の

わずか３％。農業後継者育成、農産物の地産地消、加工、価格

保証、空き店舗の有効活用など、一層の支援による活気ある街

づくりが求められています。全国平均の３～４倍に広がってい
る不登校は、抜本的な対策が長年にわたって執られないまま教

育指導費は削減です。また、各学校の図書館には司書配置さ

れておらず、「児童用図書」「研修用図書」の費用減額は、北村

市長になって以降、あまりにも顕著であり増額すべきです。住

民の命・暮らし・教育最優先の市政運営を求めます。

歳入の市税決算額は、前年度よ

り約１億６５９万円増加していま

す。これは市税徴収対策本部を中

心とした徴収率向上のための全庁的な取り組みの成果で

あると評価できます。

歳出においては、八街市総合計画２００５で掲げられた

将来都市像「ひと、まち、みどりが輝くヒューマンフィール

ドやちまた」の実現に向け、各施策を推進されております。

子育て支援、福祉の充実としては、私立保育園開設に

伴う運営費支援、子ども医療費、高齢者肺炎球菌ワクチ

ン接種などの予防接種費用の助成、ひとり暮らし高齢者

等の訪問などが実施され、暮らしの応援がされていま

す。学校・社会教育環境の整備としては、朝陽小学校校

舎の改築工事、特別支援教育支援員の配置、中央公民館

の耐震補強工事などが実施されました。市民生活を支

え、元気にする施策としては、榎戸駅自由通路整備及び

駅舎橋上化に向けた設計業務、強い農業づくり交付金事

業などが実施され、街が元気になる支援が行われていま

す。安全、安心な街づくりでは、通学路防犯灯のＬＥＤ

化、防災備蓄資機材の設置、自主防災組織運営に対する

補助など充実が図られています。環境の整備と共生とし

て、大池第三雨水幹線整備、太陽光発電設備導入の推

進、住宅リフォーム補助事業など、住居環境の向上と循

環型社会の構築に取り組まれています。

八街市総合計画２００５に掲げた事業の推進をしなが

ら、人口減少問題や少子高齢化対策につながると思われる

施策を推進しつつ、市長自らの街づくりに対する考えを織

りまぜながら、新規事業にも着手していることは高く評価

すべきですが、財政状況は逼迫しており、財政調整基金等

の積立金は、枯渇しそうな状況です。これらを踏まえ、今

後も引き続き、北村市長の強力な指導力のもとゆるみない

行財政運営をお願いいたします。
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議 案 の 内 容

◆
専
決
処
分
の
承
認

○
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
最

高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

の
執
行
経
費
を
支
出
す
る

に
あ
た
り
、
予
算
を
増
額

補
正
す
る
必
要
が
生
じ
た

が
、
市
議
会
を
招
集
す
る
時

間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
の
で

専
決
処
分
し
た
も
の
で
す
。

︵
２
千
７
５
万
２
千
円
︶

◆
市
税
等
収
納
補
助
員
の
報
酬

引
き
上
げ

○
時
給
７
９
０
円
を
８
０
０
円

と
し
、
月
額
８
万
６
千
８
０

０
円
に
し
ま
す
。

○
電
話
に
よ
る
催
告
の
業
務
を

一
件
に
つ
き
50
円
加
算
し
ま

す
。

◆
市
税
条
例
寄
附
金
税
額
控
除

の
見
直
し

○
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

に
対
す
る
寄
附
金
に
つ
い
て

税
額
控
除
の
対
象
と
し
ま

す
。

○
特
定
非
営
利
活
動
に
関
す
る

寄
附
金
に
つ
い
て
、
県
内
に

主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
認

定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
等

に
対
す
る
も
の
を
税
額
控
除

の
対
象
と
し
ま
す
。

◆
介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
条
例
を
制
定

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
に
係
る
基
準
及
び
当
該

職
員
の
員
数
に
つ
い
て
条
例

を
定
め
ま
す
。

○
指
定
介
護
予
防
支
援
の
事
業

の
人
員
、
及
び
運
営
並
び
に

指
定
介
護
予
防
支
援
に
係
る

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的

な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
と
、
基
準
該
当
介
護
予
防

支
援
の
事
業
の
人
員
、
及
び

運
営
、
並
び
に
基
準
該
当
指

定
介
護
予
防
支
援
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な

支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準

を
定
め
ま
す
。

◆
市
道
路
線
の
認
定

○
認
定
３
路
線︵
五
区
・
富
山
・
榎
戸
︶

３
６
３
．
７
メ
ー
ト
ル

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
道
総
延
長

は
、
４
９
６
．
３
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
な
り
ま
す
。

◆
公
共
下
水
道
大
池
第
三
雨
水

幹
線
建
設
工
事
期
間
延
長

○
平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
の

３
カ
年
で
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
立
坑
築
造
工
事

の
実
施
に
あ
た
り
、
地
下
埋

設
物
が
発
見
さ
れ
、
施
工
方

法
等
の
変
更
に
不
測
の
期
間

を
有
し
た
た
め
、
工
事
期
間

を
平
成
27
年
度
ま
で
に
変
更

し
ま
す
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

○
利
用
者
の
減
少
に
よ
り
、
赤

字
が
見
込
ま
れ
る
民
間
の
路

線
バ
ス
に
助
成
︵
２
０
６
万

８
千
円
︶

○
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
住
宅

被
害
に
対
す
る
再
建
支
援

︵
１
０
０
万
円
・
規
定
予
算

と
合
わ
せ
て
２
０
０
万
円
︶

○
保
育
園
に
お
け
る
待
機
児
童

解
消
を
図
る
た
め
、
八
街
保

育
園
の
改
修
︵
３
５
２
万
２

千
円
︶

○
民
間
保
育
園
の
入
園
者
の
増

加
に
よ
り
、
委
託
経
費
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
増
額

︵
２
千
２
２
４
万
８
千
円
︶

○
居
宅
で
養
護
を
う
け
る
こ
と

が
困
難
な
高
齢
者
の
施
設
入

所
の
増
加
に
よ
り
、
委
託
経

費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た

め
増
額
︵
２
９
８
万
円
︶

○
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
件
数
が

増
加
し
、
委
託
経
費
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
た
め
増
額

︵
１
１
７
万
８
千
円
︶

○
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
の
自
動
火

災
報
知
設
備
及
び
高
圧
電
力

引
込
設
備
の
改
修
︵
４
９
３

万
６
千
円
︶

○
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
件
数

の
増
加
が
見
決
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
寄
附
の
際
に
お
渡
し

す
る
Ｐ
Ｒ
商
品
の
購
入
経
費

を
増
額
︵
８
８
万
１
千
円
︶

○
職
員
の
退
職
手
当
負
担
金
の

算
定
方
法
の
変
更
と
国
の
人

事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
与
改

定
の
実
施
︵
△
７
千
７
９
９

万
５
千
円
︶

○
平
成
25
年
度
度
決
算
に
係
る

国
・
県
支
出
金
の
精
算
に
伴

い
返
還
︵
７
千
５
７
４
万
８

千
円
︶

◆
朝
陽
小
学
校
校
舎
及
び
屋
内

運
動
場
改
築
建
築
工
事

○
ス
ラ
イ
ド
条
項
︵
公
共
工
事

に
お
け
る
、
賃
金
等
の
急
激

な
変
動
︶
に
よ
り
増
額
︵
１

千
４
５
２
万
２
千
円
・
変
更

後
の
請
負
金
額
８
億
５
千
３

６
８
万
２
千
円
︶

◆
委
員
会
条
例
一
部
改
正

（
議
員
発
議
）

○
次
の
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

か
ら
議
員
定
数
が
20
人
に
な

る
こ
と
か
ら
、
各
常
任
委
員

会
の
定
数
を
定
め
ま
す
。︵
次

の
一
般
選
挙
か
ら
施
行
︶

・
総
務
常
任
委
員
会　
　

７
人

・
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
７
人

・
経
済
建
設
常
任
委
員
会
６
人

提出議案の主な内容提出議案の主な内容提出議案の主な内容
　平成26年12月定例会は、12月12日に開
会され、議案14件、議員提出議案１件が提
出され審議されました。
《紙面の都合上、議案の内容の一部を掲載
します》

北村市長再任のあいさつ
再度市長に就任した今、多くの市民の皆様からお寄せいただき

ました期待の大きさを実感する中で、子どもからお年寄りまで全
ての市民の皆様が安心して暮らせ、将来に明るい希望の持てる魅
力あるまちづくりに、全力を傾注してまいります。
現在、国では人口減少・少子高齢化の一層の進展という我が国

が直面する大きな課題に対し、各地域がそれぞれの特徴を活かした
自立的で持続的な社会を創り、アベノミクスにより経済の好循環の
波を全国に広げることにより、地方においても若者が働き、子供を
育て、次世代へと豊かな暮らしを繋いでいく地方創生を目指してい
ます。しかしながら、現状においては国庫補助金の見直しや地方交
付税の削減など、地方財政は極めて厳しい状況にあります。急激に
変化する社会情勢に対処し、市民の皆様からの多種多様なニーズに
応えられるサービス体制を維持・向上させるためには、さらに行財
政改革を推し進め、行財政基盤の強化と効率化を図っていかなけれ
ばなりません。また、事業推進にあたりましては、真に必要な政策、
優先順位というものを見極めながら展開していかなければならない
と考えております。このような厳しい状況の中でも、２期目に向け
ては、１期目で得ました知識や経験、そして人と人とのつながりを
大切にしながら、常に熱意と行動力をもって課題に取り組んでまい
ります。また、本市総合計画では、ふるさとを守り育て、活力と文
化の香りに満ち、心安らぐまちづく
りを、市民と行政が協働して進める
ことにより、将来都市像である「ひと・
まち・みどりが輝くヒューマンヒィー
ルドやちまた」を目指しています。
以上のような考え方をもとに、私

は、１期目の成果を礎とし、さらに
発展させて、２期目に向けて「活力
と希望あふれ、誰もが住んでいて良
かったと思える八街」のための８つ
の街づくりを進めてまいりたいと考
えております。
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委 員 会

◆
市
税
等
収
納
補
助
員
の
月
額

報
酬
の
引
き
上
げ

人
事
院
勧
告
等
に
伴
っ

て
一
般
職
員
な
ど
は
給
与

改
定
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を

考
慮
し
て
提
案
す
る
も
の
か
。

算
定
の
基
準
は
、
県
の

最
低
賃
金
及
び
本
市
の
臨

時
職
員
等
の
最
低
賃
金
と
併
せ

て
算
定
し
て
い
る
の
で
、
県
の

最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
る
ご
と

に
改
定
し
て
い
ま
す
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
係
る
損
害
賠
償
金
は
、

満
額
の
補
償
な
の
か
。
ま
た
、

今
後
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な

る
の
か
。東

電
に
満
額
請
求
し
て

い
ま
す
。
平
成
26
年
度
以

降
は
、
薬
剤
処
理
し
て
い
な
い

焼
却
飛
灰
が
年
々
減
っ
て
い

き
ま
す
の
で
、
８
千
万
円
か
ら

７
千
万
円
の
弁
償
金
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

応
援
寄
附
金
ま
ち
づ
く

り
の
お
礼
の
品
物
の
件
数

と
今
後
の
考
え
を
伺
う
。

今
回
の
補
正
分
は
、
90

件
分
に
な
り
ま
す
。
今
後

は
、
お
茶
な
ど
も
お
礼
の
品
と

し
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
寄
附
し
て
い
た
だ
い
た
方

の
中
に
は
、
お
い
し
か
っ
た
の

で
、
落
花
生
を
直
接
送
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
お
話
も
あ

り
ま
す
の
で
、
１
回
は
送
料
を

サ
ー
ビ
ス
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

庁
舎
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
業
務
は
、
一
部
の

業
者
に
偏
ら
な
い
入
札
の
あ
り

方
の
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

何
か
問
題
等
を
起
こ
さ

な
い
限
り
は
、
入
札
か
ら

除
外
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
現
時
点
で
は
、
一
般
競

争
入
札
で
正
規
に
競
争
性
を
高

め
て
、
入
札
を
行
っ
て
い
く
こ

と
で
考
え
て
い
ま
す
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

知
的
障
害
者
職
親
業
務

の
減
額
は
２
名
の
方
が
病

気
の
た
め
に
解
除
さ
れ
た
と
の

こ
と
で
す
が
、
今
後
職
親
に
な

ら
れ
る
方
は
見
込
ま
れ
て
い
る

の
か
。

現
在
、
本
市
の
職
親
登

録
者
数
は
２
名
で
す
。
職

親
、
及
び
委
託
者
と
も
に
高
齢

化
が
進
み
、減
少
し
て
い
ま
す
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
訓
練

等
、
給
付
の
利
用
者
が
多
い
状

況
か
ら
新
た
な
職
親
登
録
は
難

し
い
状
況
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
育
所
運
営
委
託
事
業

費
で
は
、
八
街
か
い
た
く

保
育
園
運
営
委
託
が
か
な
り
増

額
で
す
が
、
実
態
を
伺
う
。

今
回
の
補
正
は
、
国
・

県
の
保
育
所
運
営
費
支
弁

額
の
保
育
単
価
が
増
額
と
な
っ

た
こ
と
と
、
年
間
の
入
所
人
員

の
見
込
み
数
が
増
え
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。
か
い
た
く
に

つ
い
て
は
、
年
間
数
で
１
２
２

人
の
増
員
が
大
き
な
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

給
食
残
さ
い
処
分
業
務

は
、
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ

る
の
か
。

見
積
り
を
徴
し
た
業
者

は
、
こ
の
事
業
を
今
年
の

３
月
に
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

残
さ
い
が
再
利
用
さ
れ
、
ぶ
た

の
餌
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
業

務
状
況
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

運
営
が
う
ま
く
い
っ
て
い
た
の

で
、
今
回
委
託
に
し
た
い
と
考

え
ま
し
た
。

生
活
困
窮
者
自
立
支

援
・
被
保
護
者
就
労
支
援

業
務
の
対
象
者
は
把
握
さ
れ
て

い
る
の
か
。

モ
デ
ル
事
業
は
、
来
年

の
１
月
か
ら
委
託
し
、
ス

タ
ー
ト
す
る
も
の
で
す
。
昨
年

度
相
談
件
数
が
３
０
０
件
程
度

あ
り
、
う
ち
約
２
０
０
件
が
相

談
の
み
で
し
た
の
で
こ
の
方
た

ち
が
対
象
に
な
る
の
と
、
さ
ら

に
ひ
き
こ
も
り
な
ど
が
あ
り
ま

す
の
で
、
多
く
の
方
が
対
象
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
配
送
業
務
の

契
約
と
配
送
車
両
の
状
況

を
伺
う
。学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
専

用
の
車
両
を
用
意
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
１
社
と
の
契
約
で
、
配

送
車
は
２
ト
ン
の
ロ
ン
グ
ボ

デ
ィ
ー
、
小
学
校
が
４
台
、
中

学
校
が
２
台
で
行
っ
て
い
ま

す
。

◆
公
共
下
水
道
大
池
第
三
雨
水

幹
線
建
設
工
事
に
係
る
協
定
期

間
を
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
27

年
度
ま
で
の
４
カ
年
に
変
更

工
期
が
延
伸
さ
れ
る
の

に
、
金
額
の
変
更
は
な
い

の
か
。

日
本
下
水
道
事
業
団
と

請
負
会
社
、
本
市
は
日
本

下
水
道
事
業
団
と
協
議
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
工
期
の

延
伸
に
対
し
、
今
の
と
こ
ろ
金

額
の
増
減
は
、
事
業
者
間
の
努

力
等
に
よ
り
な
い
状
況
で
す
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

八
富
成
田
斎
場
費
の
増

の
理
由
を
伺
う
。

光
熱
水
費
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
４

年
の
12
月
か
ら
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
火
葬
炉
の
修
繕
等

に
よ
り
増
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。

公
園
の
照
明
は
水
銀
灯

と
の
こ
と
で
す
が
、
今
後

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
替
え
る
計
画
は
な
い

の
か
。

電
気
代
が
上
が
っ
て
き

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
計

画
し
て
い
く
方
向
で
考
え
て
い

き
ま
す
。

焼
却
施
設
及
び
最
終
処

分
場
汚
水
処
理
施
設
用
薬

品
購
入
が
、
前
年
よ
り
安
く

な
っ
て
い
る
理
由
を
伺
う
。

平
成
24
年
度
以
降
、
薬

品
に
つ
い
て
は
な
る
べ
く

安
い
物
と
し
、
ま
た
、
焼
却
量

に
も
よ
り
ま
す
が
、
薬
品
の
量

を
減
ら
せ
る
よ
う
に
調
整
し
て

い
ま
す
。八

街
市
は
放
射
能
に
関

す
る
点
で
、
現
在
影
響
は

あ
る
の
か
。

焼
却
飛
灰
も
現
在
５
０

０
ベ
ク
レ
ル
以
下
に
減
っ

て
お
り
、
指
定
廃
棄
物
に
認
定

さ
れ
る
程
の
放
射
線
量
で
は
な

い
の
で
、影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

公
共
下
水
道
雨
水
整
備

事
業
費
の
減
の
内
容
を
伺

う
。

大
池
第
三
雨
水
幹
線
が

本
来
26
年
度
で
完
了
す
る

と
こ
ろ
で
し
た
が
、
こ
の
減
額

分
を
平
成
27
年
度
に
継
続
す
る

も
の
で
す
。

委員会での審査委員会での審査委員会での審査
　12月19日から24日に各常任委員会が開
催され、付託された議案等を審査しました。
(紙面の都合上、質疑等の一部を掲載します。)

総

　
　務

総

　
　務

答答 問

答答問

問

答答問答答

問答答問答答問

答答答答問答答 問

答答問答答 問問答答

経
済
建
設

経
済
建
設

文
教
福
祉

文
教
福
祉

答答問答答 問問答答
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一 般 質 問

市
政
運
営
の
基
本
方
針

八
街
市
と
市
民
生
活

の
実
態
を
ど
の
よ
う
に

認
識
し
、
市
政
運
営
に
あ
た
る

の
か
伺
う
。

至
誠
・
勤
労
・
分

度
・
推
譲
を
哲
学
と

し
て
い
ま
す
。
市
民
の
方
々
に

も
そ
う
し
た
こ
と
も
ご
理
解
い

た
だ
き
、
一
定
の
活
力
、
街
づ

く
り
に
、
ご
提
言
・
ご
協
力
を

い
た
だ
け
る
よ
う
な
街
づ
く
り

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
治
体
の
役
割
は
、
住

民
の
暮
ら
し
・
福
祉
を

守
る
こ
と
。
こ
の
自
治
体
の
役

割
を
認
識
し
こ
れ
か
ら
４
年
間

の
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
基
本
構
想
に
つ
い

て
伺
う
。
地
域
経
済
活
性
化
で

元
気
な
街
づ
く
り
は
如
何
か
。

基
本
構
想
の
見
直

し
過
程
で
は
、
大
き

な
変
更
は
な
い
。
地
域
経
済
の

活
性
化
を
推
進
す
る
に
は
、
雇

用
確
保
の
面
、
税
収
入
等
財
源

確
保
の
面
か
ら
も
、
優
良
企
業

の
進
出
が
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
市
外
に
向
け
積
極

的
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

企
業
誘
致
で
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
は
疑
問
で

あ
る
。
八
街
の
基
幹
産
業
の
農

業
を
ど
れ
だ
け
発
展
さ
せ
る
の

か
が
鍵
で
は
な
い
か
。

農
業
研
究
会
な
ど

多
く
の
組
織
、
若
手

農
業
経
営
者
の
意
見
や
全
国
女

性
農
業
経
営
者
会
議
で
の
ご
提

言
な
ど
、
市
の
基
幹
産
業
と
し

て
の
農
業
の
方
向
性
を
見
出
し

て
い
き
た
い
。

人
口
減
少
の
歯
止
め

に
つ
い
て
は
、
現
在
の

基
本
構
想
は
平
成
37
年
に
総

人
口
８
万
３
千
人
で
あ
る
が
、

人
口
減
少
の
も
と
で
総
人
口

６
万
８
千
人
に
下
方
修
正
し
、

そ
の
対
策
と
し
て
転
出
者
を
減

少
さ
せ
、
転
入
者
を
増
や
す
施

策
を
進
め
た
い
と
し
て
い
る
が

ど
の
よ
う
な
施
策
か
。

子
育
て
支
援
や
、

若
い
世
代
が
本
市
に

定
着
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

施
策
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
財
政
支
出
が
伴
う
事

業
も
考
え
ら
れ
る
が
、
少
な
い

予
算
で
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る

施
策
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

こ
の
間
、
市
が
実
施

し
た
基
本
構
想
づ
く
り

の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
就
学
前
児
童

用
ニ
ー
ズ
調
査
結
果
で
は
、「
八

街
に
住
ん
だ
こ
と
を
後
悔
し
て

い
る
」、「
転
居
し
た
い
」
な
ど

の
声
が
あ
る
。
今
住
ん
で
い
る

市
民
の
皆
さ
ん
の
こ
う
し
た
声

や
要
求
に
応
え
た
市
政
運
営
を

や
っ
て
こ
そ
、
魅
力
的
な
街
づ

く
り
が
で
き
、
人
口
減
少
ス

ト
ッ
プ
の
鍵
と
な
る
。
八
街
の

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
柱
と

し
た
地
域
経
済
活
性
化
へ
の
転

換
で
雇
用
を
増
や
し
、
若
者
が

定
着
で
き
る
魅
力
あ
る
街
づ
く

り
を
進
め
、
子
育
て
環
境
を
充

実
さ
せ
、
安
心
し
て
八
街
で
子

ど
も
を
産
み
・
子
育
て
が
で
き

る
ま
ち
に
し
て
い
く
こ
と
を
求

め
る
。
今
後
の
市
財
政
の
推
移

と
財
源
の
確
保
計
画
を
伺
う
。

一
般
会
計
の
実
質

単
年
度
収
支
が
、
平

成
13
年
度
か
ら
13
年
間
連
続

し
て
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
各

種
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
に
よ

り
、
収
支
の
均
衡
を
図
っ
て
き

た
。
こ
の
結
果
、
平
成
26
年
度

末
の
基
金
合
計
残
高
は
約
９
億

円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
基
金

に
依
存
し
た
財
政
運
営
は
限
界

に
来
て
い
る
。
ま
た
、
扶
助
費

を
は
じ
め
と
す
る
社
会
保
障
関

連
経
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

一
方
で
、
市
税
や
地
方
交
付
税

が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
加

え
、
歳
入
を
増
加
さ
せ
る
た
め

の
新
た
な
手
法
も
見
出
せ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
も
非
常

に
厳
し
い
と
認
識
し
て
い
る
。

赤
字
が
続
き
、
財
政
難

に
な
っ
た
要
因
を
ど
の

よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
。

私
ど
も
の
財
政
見

通
し
の
甘
さ
を
指
摘

さ
れ
て
も
や
む
を
得
な
い
と

思
っ
て
い
る
が
、
人
口
の
増
加

率
が
予
想
し
た
よ
り
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
が
大
き
な
要
因
と

思
っ
て
い
る
。

最
大
の
要
因
は
、
過

去
の
総
合
計
画
で
過
大

な
人
口
推
計
を
立
て
、
身
の
丈

以
上
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建

設
、
不
要
不
急
の
八
街
駅
前
区

画
整
理
事
業
、
農
家
の
皆
さ
ん

か
ら
は
要
ら
な
い
と
言
わ
れ
て

き
た
北
総
中
央
用
水
事
業
な
ど

公
共
事
業
最
優
先
の
市
政
運
営

を
進
め
て
き
た
結
果
、
財
政
難

に
陥
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ

う
し
た
問
題
を
分
析
し
、
今
後

の
街
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
く

こ
と
を
求
め
る
。
ま
た
、
こ
の

間
、
国
は
地
方
自
治
体
に
対
し

て
公
共
事
業
を
優
先
さ
せ
て
借

金
を
増
大
さ
せ
、
小
泉
内
閣
の

三
位
一
体
改
革
で
は
、
地
方
自

治
体
が
財
政
難
に
陥
る
状
況
を

作
り
出
し
て
き
て
お
り
、
国
に

も
大
き
な
責
任
が
あ
る
。
国
に

対
し
て
交
付
金
等
の
財
政
負
担

を
き
ち
ん
と
求
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
が
如
何
か
。

市
長
会
を
通
じ
て

要
望
し
て
ま
い
り
た

い
。

　一般質問は、市の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、見解を求めるものです。
12月定例会の一般質問は、12月15日（月）、16日（火）、17日（水）の３日間に14名の議員が質問しま
した。（ここでは紙面の関係で、その一部を要約して掲載しています。）

日本共産党　丸山わき子

２期目をむかえた市長の
　　　　　政治姿勢について

問問 市 

長
市 

長
市 

長
市 

長
問問

市 

長
市 

長

問問

市 

長
市 

長
問問問問

市 

長
市 

長

市 

長
市 

長

問問

市 

長
市 

長
問問
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一 般 質 問

北
村
市
政
一
期
目
四
年
間
の

総
括
と
二
期
目
の
政
策
実
現

に
向
け
て
の
取
り
組
み　
　

北
村
市
政
１
期
目
の

４
年
間
の
総
括
と
政
策

実
現
度
は
。

活
力
と
希
望
あ
ふ

れ
る
八
街
を
実
現
す

る
た
め
に
８
つ
の
街
づ
く
り
と

基
本
構
想
等
の
整
合
を
図
り
な

が
ら
、
目
指
す
べ
き
街
づ
く
り

に
全
力
で
邁
進
し
ま
し
た
。
八

街
バ
イ
パ
ス
の
早
期
完
成
、
榎

戸
駅
東
口
の
開
設
、
朝
陽
小
学

校
の
校
舎
改
築
、
交
進
小
、
川

上
小
、
八
街
東
小
、
八
街
中
学

校
の
校
舎
耐
震
補
強
、
第
３
朝

陽
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設
、
人
間

ド
ッ
ク
の
助
成
、
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
世
帯
へ
の
訪
問
制

度
の
確
立
、
中
学
校
３
年
生
ま

で
の
児
童
医
療
費
助
成
、
本
市

特
産
物
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
、

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
、
上
砂

地
区
違
法
廃
棄
物
の
撤
去
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
、
二

区
調
整
池
築
造
工
事
、
八
街
駅

北
口
市
の
開
設
、
買
い
物
弱
者

の
支
援
及
び
商
店
街
の
振
興
を

図
る
た
め
の
お
買
い
物
代
行
事

業
、
大
雪
被
害
に
伴
う
農
業
施

設
の
再
建
等
の
支
援
な
ど
、
全

体
と
し
て
８
割
程
度
は
達
成
で

き
た
も
の
と
自
己
評
価
し
て
い

ま
す
。健

全
財
政
に
よ
る

元
気
な
街
づ
く
り

健
全
財
政
な
く
し
て

持
続
可
能
な
市
政
発
展

は
な
い
と
思
う
。
財
政
再
建
、

健
全
財
政
を
基
本
と
し
て
市
政

運
営
を
図
る
べ
き
で
は
。

歳
入
に
見
合
っ
た

歳
出
と
い
う
こ
と
を

念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
予
算
編

成
を
し
て
い
き
ま
す
。

市
税
収
入
に
見
合
っ

た
支
出
を
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
。「
入
る
を
量
り
て
、

出
ず
る
を
制
す
」
の
精
神
で
、

今
後
も
財
政
運
営
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
が
如
何
か
。

事
務
事
業
の
統

廃
合
、
新
し
い
課

の
創
設
等
も
含
め
て
、
早
急
に

実
現
し
ま
す
。

安
心
し
て
子
育
て
支
援
の　

で
き
る
充
実
し
た
街
づ
く
り

人
口
減
少
に
歯
ど
め

を
か
け
る
具
体
的
な
推

進
策
は
。

人
口
減
少
問
題

は
特
効
薬
が
な
い

が
、
移
住
・
定
住
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

空
き
家
バ
ン
ク
の
設
置
や
、
県

の
広
報
媒
体
等
を
通
じ
て
八
街

市
を
ど
ん
ど
ん
外
に
向
か
っ

て
、
八
街
市
が
持
っ
て
い
る
魅

力
、
強
み
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

家
庭
に
お
い
て
子
ど

も
を
産
み
、
育
て
て
い

く
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
あ
る
と
思
う
が
、
子
ど

も
・
子
育
て
に
特
化
し
た
支
援

事
業
の
充
実
策
は
。

若
手
職
員
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
は
、
３
世
代
同
居
、
第
３

子
以
降
の
保
育
料
支
援
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事

業
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
す
。

予
算
の
状
況
や
総
合
計
画
と
の

位
置
付
け
な
ど
検
討
会
議
の
中

で
検
討
し
ま
す
。

誰
も
が
安
全
で
安
心
に

　
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り

地
域
、
警
察
、
市
が

連
携
し
た
犯
罪
の
な
い

明
る
い
街
づ
く
り
推
進
の
具
体

策
は
。

警
察
、
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
団
体

と
の
連
携
だ
け
で
は
な
く
、
町

内
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
、
小
・
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

等
の
皆
様
方
と
連
携
を
と
っ
て

防
犯
に
努
め
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
創

設
支
援
策
は
。

市
全
体
で
防

災
意
識
を
高
揚

し
て
い
く
事
を
念
頭
に
、
活
動

さ
れ
て
い
く
団
体
が
増
え
て
い

く
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

誰
も
が
便
利
で
快
適
だ
と

　
　
　
思
え
る
街
づ
く
り

八
街
バ
イ
パ
ス
の
全

面
開
通
の
早
期
完
成
と

四
区
の
一
部
の
雨
水
滞
留
対
策

は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

平
成
28
年
度

の
供
用
開
始
に

向
け
て
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、

四
区
に
つ
い
て
は
冠
水
等
の
問

題
も
あ
り
、
改
善
で
き
る
よ
う

印
旛
土
木
事
務
所
と
調
整
し
て

い
ま
す
。住

野
十
字
路
を
起
点

と
し
て
国
道
４
０
９
号

や
県
道
富
里
酒
々
井
線
を
は
じ

め
と
す
る
市
道
整
備
計
画
と
、

酒
々
井
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
計
画

は
。

人
を
呼
び
込

む
ア
ク
セ
ス
道

路
整
備
は
、
大
変
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
関
連

自
治
体
、
国
、
県
と
も
十
分
協

議
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。
ま

た
、
住
野
14
号
線
の
延
伸
拡
幅

工
事
も
検
討
し
ま
す
。

農
業
商
工
業
な
ど
の
産
業
が

　
活
気
あ
ふ
れ
る
街
づ
く
り

八
街
の
魅
力
発
信
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
の
更
な
る
推

進
に
つ
い
て
、
落
花
生
と
ニ
ン

ジ
ン
の
Ｐ
Ｒ
は
も
ち
ろ
ん
、
八

街
Ｐ
Ｒ
大
使
と
か
、
八
街
ピ
ー

ナ
ッ
ツ
大
使
を
任
命
し
て
、
八

街
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
と

思
う
が
伺
う
。

芸
能
人
な
ど
の

八
街
ゆ
か
り
の

方
々
に
ご
協
力
を
頂
き
効
果
が

期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

道
の
駅
的
な
「
し
ょ

い
か
ー
ご
八
街
店
」
は

作
れ
な
い
か
。

生
産
者

の
希
望
的

な
も
の
が
あ
れ
ば
、
市
か
ら
側

面
的
に
、
あ
る
程
度
の
支
援
を

考
え
た
い
。

長
部
務
総

長
部
務
総

誠和会　石井　孝昭

北村市長の政治姿勢と
2 期目の政策への思いと政策実現に向けて
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長
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市
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市
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長
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長
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▲供用開始が待たれる八街バイパス（五区地先）

問問

長
部
設
建

長
部
設
建

問問

問問

長
部
務
総

長
部
務
総問問経

済
環
境
部
長

経
済
環
境
部
長

長
部
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長
部
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建
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一 般 質 問

市
長
の
２
期
目
に
挑
む

　
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

誰
も
が
安
全
で
安
心

に
く
ら
せ
る
街
づ
く
り

に
つ
い
て
伺
う
。

地
域
、
警
察
、
市

が
連
携
し
た
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
等
、
犯
罪

の
な
い
明
る
い
街
づ
く
り
の
推

進
を
図
る
と
と
も
に
、
遊
休
地

な
ど
を
活
用
し
た
雨
水
排
水
計

画
の
策
定
や
、
自
主
防
災
組
織

の
創
設
支
援
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

健
康
と
思
い
や
り
に

あ
ふ
れ
る
街
づ
く
り
に

つ
い
て
伺
う
。現

在
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
検
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
新
た
に
脳
ド
ッ

グ
受
診
費
用
の
一
部
助
成
等
に

つ
い
て
、検
討
し
て
い
き
ま
す
。

誰
も
が
便
利
で
快
適

だ
と
思
え
る
街
づ
く
り

に
つ
い
て
伺
う
。

公
共
交
通
の
充

実
、
酒
々
井
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
路
の
整
備
等
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ

榎
戸
駅
の
整
備
は
、
本
年
度
中

に
は
工
事
に
着
手
で
き
る
見
込

み
で
す
。
完
成
は
平
成
29
年
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

榎
戸
駅
西
口
、
東
口

は
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
整
備
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

西
口
は
、
円

形
ロ
ー
タ
リ

ー
を
作
る
形
に
な
り
、
渋
滞
の

緩
和
、
乗
降
の
際
の
乗
り
換
え

は
便
利
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
東
口
も
、
何
ら
か
の
形
で

ロ
ー
タ
リ
ー
を
作
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

防
災
拠
点
プ
ラ
ス
道

の
駅
の
早
期
実
現
に
つ

い
て
伺
う
。

道
の
駅
に
か
わ

る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
自
然
と
触
れ
合
う

こ
と
の
で
き
る
ビ
オ
ト
ー
プ

や
、
地
元
農
産
物
を
販
売
す
る

直
売
所
及
び
農
業
体
験
が
で
き

る
交
流
広
場
等
を
整
備
す
る
計

画
が
、
民
間
企
業
に
よ
り
進
め

ら
れ
て
お
り
、
多
く
の
方
が
利

用
で
き
る
施
設
に
な
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

産
業
が
活
気
に
あ
ふ

れ
る
街
づ
く
り
に
つ
い

て
伺
う
。

本
市
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
は
、

落
花
生
を
中
心
と
し
た
特
産
物

を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本

市
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
八

街
市
の
魅
力
発
信
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
八
街
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
良
質
な
も
の
を
作

り
、
付
加
価
値
を
付
け
て
販
売

す
る
こ
と
に
よ
り
、
優
れ
た
農

産
物
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

六
次
産
業
化
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
内
で

１
か
所
六

次
化
さ
れ
て
、
現
在
、
ゴ
ボ
ウ

茶
等
を
生
産
し
て
い
る
農
家
さ

ん
は
い
ま
す
が
、
施
設
的
な
支

援
が
必
要
な
の
で
、
補
助
事
業

的
支
援
を
考
え
て
い
ま
す
。

い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
誰
も
が
学
習
で
き

る
教
育
環
境
の
充
実
し
た
街
づ

く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

朝
陽
小
学
校
校
舎

改
築
事
業
、交
進
小
、

川
上
小
、
八
街
東
小
、
八
街
中

学
校
の
校
舎
耐
震
工
事
の
終
了

に
伴
い
、
市
内
小
、
中
学
校
の

耐
震
化
率
は
１
０
０
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
り
、
今
年
度
を
も
っ
て

全
て
の
耐
震
化
を
完
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

市
立
図
書
館
、
ま
た
、

学
校
図
書
館
の
取
り
組

み
を
伺
う
。

本
市
で
は
本

年
度
よ
り
図
書

館
司
書
４
名
を
市
内
各
小
、
中

学
校
に
週
１
回
配
置
し
て
、
学

校
図
書
の
整
備
、
本
の
貸
し
出

し
等
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
小
学
校
７
校
、
中
学
校
１

校
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活

用
し
、
読
書
活
動
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

健
全
財
政
に
よ
る
元

気
な
街
づ
く
り
に
つ
い

て
伺
う
。

さ
ら
な
る
行
財
政

基
盤
の
強
化
と
効
率

化
を
図
り
、
事
業
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、真
に
必
要
な
政
策
、

優
先
順
位
を
見
極
め
な
が
ら
展

開
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
人

的
財
産
で
あ
る
職
員
の
能
力
が

最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る
組
織
体

制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
推
進
は
、
大
き
な
財

源
確
保
に
結
び
つ
く
と
考
え
る

が
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
推
進
に

つ
い
て
の
現
状
を
伺
う
。平

成
25

年
度
の

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
利
用
状
況
は

件
数
ベ
ー
ス
で
45
．
51
パ
ー
セ

ン
ト
。
ち
な
み
に
県
平
均
は

44
．26
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
の
で
、

若
干
本
市
が
高
い
状
況
で
す
。

金
額
ベ
ー
ス
で
も
、28
．79
パ
ー

セ
ン
ト
。県
平
均
は
27
．31
パ
ー

セ
ン
ト
で
す
の
で
、
こ
ち
ら
も

若
干
高
い
状
況
で
す
。

番
号
制
度（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）の

　
進
捗
状
況
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

関
連
４
法
に
つ
い
て
、
担

当
の
所
見
を
伺
う
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
関
連
４
法
は
、
平

成
25
年
５
月
31
日
に
公
布
さ
れ

ま
し
た
。
概
要
に
つ
い
て
は
、

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
に
関
す
る
法
律
で
す
。

日
本
で
は
現
在
、
個
人

の
番
号
と
い
う
の
は
、
年
金

番
号
、
保
険
番
号
、
納
税
者
番

号
等
い
ろ
い
ろ
な
番
号
が
つ
い
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
を一つ
の
番
号

で
く
く
る
と
い
う
の
が
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
法
で
す
。
こ
れ
だ
け
大
き

な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
に
あ
た

り
、
準
備
段
階
を
含
め
、
ど
の
様

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
、
国
が
定
め
た
基
準
に
の
っ

と
り
、
検
証
等
を
お
こ
な
い
な

が
ら
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
全

市
民
対
象
で
す
が
、
無
料

で
交
付
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

国
が
負
担
の
な

い
よ
う
に
す
る
と

の
情
報
が
あ
り
ま
す
。

公明党　川上　雄次

北村市長の政治姿勢と、
マイナンバー制度導入に向けて

市 

長
市 

長
問問市 

長
市 

長
問問市 

長
市 

長
問問

市 

長
市 

長
問問 問問

長
部
設
建

長
部
設
建市 

長
市 

長
問問

問問経
済
環
境
部
長

経
済
環
境
部
長

市 

長
市 

長
問問問問教

育
次
長

教
育
次
長

市 

長
市 

長
問問問問国

保
年
金
課
長

国
保
年
金
課
長

市 

長
市 

長
問問問問

長
部
務
総

長
部
務
総問問

長
部
務
総

長
部
務
総



9市議会だより｜平成27年（2015年）2月15日

一 般 質 問

政
治
姿
勢

人
口
減
少
、
及
び
市
税

収
減
少
対
策
を
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
。本

市
に
お
け
る
人

口
は
平
成
16
年
２

月
末
の
７
万
７
千
７
７
０
人
が

ピ
ー
ク
で
あ
り
、
以
降
増
減
を

繰
り
返
し
な
が
ら
減
少
に
向
か

い
、
過
去
５
カ
年
で
約
３
千
人

が
減
少
し
て
い
ま
す
。
本
市
と

し
て
は
、
少
子
高
齢
化
や
若
者

の
転
出
を
含
め
た
人
口
減
少
問

題
を
重
要
課
題
と
捉
え
、
全
庁

体
制
で
副
市
長
を
議
長
と
し
、

関
係
部
課
等
の
長
に
よ
る
「
八

街
市
人
口
減
少
問
題
対
策
検
討

会
議
」
を
５
月
30
日
付
で
設
置

い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
人
口

が
減
少
し
ま
す
と
市
税
収
入
に

影
響
が
で
る
も
の
と
思
わ
れ
、

特
に
個
人
市
民
税
の
減
少
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
市
税
収
入
を
増

加
さ
せ
る
対
策
に
つ
い
て
は
、

市
税
等
徴
収
対
策
本
部
を
中
心

に
様
々
な
施
策
を
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
成
果
も
徐
々
に
上

が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

人
口
減
少
に
伴
い
、

魅
力
あ
る
街
づ
く
り
実

現
に
向
け
て
の
い
ろ
い
ろ
な
イ

ン
フ
ラ
整
備
、
特
に
道
路
整
備

に
つ
い
て
、
過
去
５
カ
年
で

３
千
人
の
減
少
と
の
答
弁
で
し

た
が
、
人
口
減
少
す
る
事
に
よ

り
税
収
も
減
少
い
た
し
ま
す
が

限
ら
れ
た
予
算
で
ど
う
魅
力
あ

る
街
づ
く
り
を
進
め
る
の
か
。

市
民
が
転
出
す

る
理
由
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
中
で
、
道
路
整
備
が

あ
り
ま
す
。
確
か
に
限
ら
れ
た

予
算
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

少
し
ず
つ
で
も
着
実
に
計
画
的

に
整
備
し
て
い
く
。
こ
れ
が
重

要
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
一
気
に
と
い
う
形
で
は
当

然
難
し
い
わ
け
で
あ
り
、
そ
う

い
う
中
で
で
き
る
限
り
わ
ず
か

ず
つ
で
も
整
備
し
て
い
く
、
今

は
そ
う
い
う
事
し
か
出
来
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
他
に
必
要

な
予
算
も
あ
り
ま
す
の
で
、
総

合
的
な
予
算
の
枠
の
中
で
何
を

優
先
し
て
い
く
の
か
考
え
な
が

ら
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
住
ん
で

い
た
い
街
づ
く
り
と
は
、

ど
の
よ
う
な
街
づ
く
り
な
の

か
。

現
行
の
総
合
計

画
で
あ
る
「
八
街
市

総
合
計
画
２
０
０
５
」
に
お
け

る
基
本
構
想
で
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
理
念
を
「
ふ
る
さ
と

を
守
り
育
て
、
活
力
や
文
化
の

薫
り
に
満
ち
、
心
や
す
ら
ぐ
ま

ち
づ
く
り
を
、
市
民
と
行
政
の

協
働
に
よ
り
進
め
ま
す
」
と
し

て
お
り
、
本
市
の
将
来
都
市
像

を
「
ひ
と
・
ま
ち
・
み
ど
り
輝

く
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
や

ち
ま
た
」
と
し
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
が
、
地

域
を
愛
し
、
自
ら
の
想
う
魅
力

あ
る
街
づ
く
り
に
向
け
て
、
一

歩
一
歩
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

の
積
み
重
ね
が
本
市
の
魅
力
あ

る
街
づ
く
り
、
い
つ
ま
で
も
住

み
続
け
た
い
街
づ
く
り
に
つ
な

が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。安

全
な
街
づ
く
り

突
然
の
自
然
災
害
の

対
策
は
万
全
か
。

本
市
は
周
囲
に

大
き
な
地
震
の
原

因
と
な
る
活
断
層
が
な
い
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
市
内
の

大
半
の
地
域
で
標
高
が
40
メ
ー

ト
ル
以
上
あ
る
た
め
、
高
潮
や

津
波
の
被
害
を
受
け
る
危
険
が

低
く
、
大
き
な
河
川
も
な
い
た

め
、
大
規
模
な
浸
水
被
害
が
発

生
す
る
危
険
も
低
い
こ
と
か
ら

以
前
災
害
に
強
い
街
で
あ
る
と

雑
誌
等
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

突
然
の
自
然
災
害
は
地
震
だ
け

で
な
く
台
風
・
大
雪
・
ゲ
リ
ラ

豪
雨
・
竜
巻
な
ど
、
そ
の
種
類

も
多
く
事
前
に
予
測
で
き
る
も

の
と
、
事
前
に
予
測
が
困
難
な

た
め
速
や
か
な
応
急
対
策
を
実

施
す
る
こ
と
が
難
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
本
市
と
し
ま
し
て

は
、
対
策
の
対
象
と
な
る
自
然

災
害
を
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
に
絞

り
込
み
、
人
命
優
先
、
被
害
の

軽
減
、
二
次
災
害
の
防
止
な
ど

を
目
標
に
今
後
の
防
災
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

改革クラブ　古場　正春

人口減少及び市税収減少対策

市 

長
市 

長
問問

市 

長
市 

長

問問

市 

長
市 

長
問問

問問

副
市
長

副
市
長

世帯数（戸） 総数（人） 男（人） 女（人） 1 世帯当たり人員
昭和 10 年 2,691 14,404 7,185 7,219 5.4
　〃 15 年 2,714 15,040 7,568 7,472 5.5
　〃 22 年 3,651 19,644 9,605 10,039 5.4
　〃 25 年 3,729 20,289 10,039 10,250 5.4
　〃 30 年 4,726 25,754 12,663 13,091 5.4
　〃 35 年 4,995 25,387 12,456 12,931 5.1
　〃 40 年 5,379 25,173 12,349 12,824 4.7
　〃 45 年 5,827 25,357 12,473 12,884 4.4
　〃 50 年 7,024 28,511 14,149 14,362 4.1
　〃 55 年 8,318 31,939 15,964 15,975 3.8
　〃 60 年 9,933 37,532 18,699 18,833 3.8
平成　2 年 14,168 50,036 25,081 24,955 3.5
　〃　7 年 19,377 65,218 32,707 32,511 3.4
　〃 12 年 22,848 72,595 36,416 36,179 3.2
　〃 17 年 25,259 75,735 38,009 37,726 3.0
　〃 22 年 25,838 73,212 36,644 36,568 2.8

※資料　統計局「国勢調査報告」

八街市の世帯数と人口
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一 般 質 問

住
民
サ
ー
ビ
ス

山
田
台
郵
便
局
に
事

務
委
託
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
自
動
車
の
出
入

り
は
非
常
に
危
険
で
あ
る
し
、

市
民
課
の
窓
口
の
混
雑
緩
和
等

を
考
え
て
、
将
来
的
に
は
南
部

老
人
の
憩
い
の
家
を
活
用
し
た

出
張
所
の
設
置
が
必
要
で
は
な

い
か
。

税
金
等
の
納
入
が

郵
便
局
内
で
同
時
に

行
え
る
と
い
っ
た
利
点
な
ど
を

鑑
み
、
山
田
台
郵
便
局
に
業
務

委
託
し
て
い
ま
す
。
移
行
は
現

在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん

が
、
南
部
地
区
の
方
々
に
対
す

る
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
あ
り
方
を

今
後
の
研
究
課
題
と
し
ま
す
。

市
長
の
公
約

市
民
参
加
に
よ
る
文

化
施
設
の
計
画
検
討
と

は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
か
。

平
成
21
年
度
に
文

化
会
館
建
設
の
た
め

の
基
金
を
設
置
し
、
市
民
の
皆

様
か
ら
の
浄
財
を
積
み
立
て
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
文
化
施
設

建
設
に
は
、
市
民
の
皆
様
の
強

い
要
望
も
あ
る
の
で
、
市
民
の

方
全
員
参
加
の
文
化
施
設
が
で

き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

酒
々
井
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
の
整
備
計
画
と
は
新
設

道
路
を
考
え
て
い
る
の
か
。

国
、県
の
考
え
方
、

そ
し
て
近
隣
市
町
村

の
理
解
、
あ
る
い
は
地
権
者
の

ご
理
解
に
よ
り
、
住
野
十
字

路
の
交
差
点
改
良
に
加
え
て
、

酒
々
井
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か

ら
八
街
市
に
近
い
道
路
の
整
備

計
画
を
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
と
の
協
働
に
よ

る
自
然
を
活
か
し
た
憩

い
の
場
の
整
備
と
は
、
具
体
的

に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

公
園
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
の
拡
充
を
図
る

と
と
も
に
、
休
耕
田
を
活
用
し

た
里
山
体
験
施
設
や
遊
歩
道
の

整
備
を
計
画
し
て
い
る
民
間
企

業
や
里
山
整
備
活
動
し
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
さ
ら
に
現
在
、

朝
日
区
地
先
で
桜
の
木
を
メ
イ

ン
と
し
、
市
民
に
憩
い
の
場
と

し
て
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
整
備
を
進
め
て
い
る
箇
所
な

ど
、
こ
う
し
た
団
体
と
の
連
携

な
ど
も
視
野
に
入
れ
、
民
間
活

力
や
市
民
活
動
に
よ
る
公
園
整

備
等
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

公
園
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
は
、
ど
の
ぐ
ら
い
広
げ

る
考
え
か
。

都
市
公
園
等

に
つ
い
て
、
周

辺
住
民
の
方
の
ご
協
力
い
た
だ

い
た
中
で
管
理
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

快
速
電
車
増
発
に
向

け
た
要
望
活
動
の
強
化

と
は
な
に
か
。快

速
電
車
増
発
及

び
複
線
化
促
進
は
、

市
民
の
皆
様
か
ら
の
要
望
も
多

く
、
本
市
の
活
性
化
等
に
大
変

大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
周
辺
関
係

団
体
を
巻
き
込
ん
で
、
そ
の
首

長
や
県
議
会
議
員
等
と
連
携
・

協
力
し
な
が
ら
、
要
望
活
動
を

強
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

佐
倉
第
３
工
業
団
地

へ
の
バ
イ
パ
ス
事
業
推

進
の
具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

国
道
51
号
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
容
易
に
な

り
、
さ
ら
に
、
歩
行
者
の
安
全

確
保
や
通
勤
時
の
渋
滞
解
消
に

も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

佐
倉
第
３
工
業
団
地

へ
の
バ
イ
パ
ス
事
業
の

問
題
は
、
私
が
平
成
11
年
に
市

会
議
員
に
な
ら
せ
て
い
た
だ
い

た
時
か
ら
、
可
及
的
速
や
か
に

や
る
べ
き
事
業
だ
と
認
識
し
て

お
り
、
周
辺
市
町
村
と
の
連
携

の
１
つ
の
見
本
の
よ
う
な
も
の

だ
と
考
え
ま
す
。
距
離
も
さ
ほ

ど
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
や
る
気

に
な
れ
ば
で
き
る
と
思
う
が
。

現
在
、
佐
倉
市
と

連
携
を
十
分
図
る
環

境
整
備
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
ず
、
首
長
さ
ん
に
お

話
を
し
た
上
で
、
担
当
課
レ
ベ

ル
ま
で
下
げ
て
、
私
も
強
い
決

意
を
持
っ
た
中
で
推
進
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
に
基
金
枯

渇
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

や
は
り
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
言

い
づ
ら
い
こ
と
は
を
あ
え
て

言
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
時
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
市

民
と
と
も
に
街
づ
く
り
推
進
の

た
め
の
部
署
を
創
設
と
は
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
か
。

現
在
の
市
民
協

働
、
街
づ
く
り
と
し

て
の
部
署
は
企
画
課
や
総
務
課

な
ど
を
中
心
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
部
署
が
関
係
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
窓
口
を
一
元
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
一
層
の
市
民
参

加
を
促
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
や
行
政
や
企

業
な
ど
が
協
働
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
得
意
分
野
を
活
か
し
、
力

を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

市
民
単
独
ま
た
は
行
政
単
独
で

は
解
決
す
る
こ
と
が
難
し
い
課

題
に
取
り
組
ん
だ
り
、
解
決
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

確
か
な
学
力
、
豊
か

な
心
、
健
や
か
な
体
を

育
む
教
育
の
推
進
と
は
、
具
体

的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

平
成
27
年
４
月

１
日
か
ら
、
地
方
教

育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
、
そ
の
中
で

は
、
総
合
教
育
会
議
の
設
置
な

ど
、
今
ま
で
以
上
に
教
育
に
対

し
て
市
長
が
密
接
に
関
わ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
中
で
、

私
の
考
え
る
「
確
か
な
学
力
・

豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体
」
を

育
む
、
知
・
徳
・
体
の
教
育
の

推
進
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

やちまた２１　林　　政男

市民サービス

問問市 

長
市 

長
問問市 

長
市 

長

問問市 

長
市 

長
問問市 

長
市 

長

問問問問市 

長
市 

長
問問市 

長
市 

長
長
部
設
建

長
部
設
建問問

問問市 

長
市 

長
市 

長
市 

長

問問市 

長
市 

長

▲改築された朝陽小学校（落成２月９日）
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一 般 質 問

介
護
保
険
料
減
免
取
扱
基
準
に

従
い
ま
す
。

安
心
の
国
保
に

６
月
議
会
で
市
長
は
、

「
平
成
25
年
５
月
末
の
国

保
世
帯
数
１
万
４
千
５
２
３
世

帯
の
う
ち
、
約
26
％
が
滞
納
。

景
気
低
迷
に
よ
る
影
響
が
あ

る
」
と
答
弁
さ
れ
た
よ
う
に
、

所
得
が
低
い
世
帯
は
国
保
税
を

払
い
切
れ
な
い
。
国
保
法
第
77

条
に
よ
り
八
街
市
も
「
貧
困
に

よ
り
生
活
の
た
め
公
費
の
援
助

を
受
け
、
ま
た
受
け
る
に
相
当

す
る
時
」
に
国
保
税
減
免
制
度

を
利
用
で
き
る
と
し
て
い
る
。

低
所
得
世
帯
に
対
し
、
減
免
制

度
を
適
用
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

国
保
財
政
は
、
医

療
給
付
費
等
の
支
出

が
増
加
す
る
一
方
、
低
所
得
者

層
等
の
増
加
に
よ
り
保
険
税
調

定
額
が
減
少
し
逼
迫
し
て
い
ま

す
。
保
険
税
軽
減
策
と
し
て
減

免
措
置
が
あ
り
ま
す
。
納
付
が

困
難
な
場
合
、
納
税
相
談
に
来

庁
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

具
体
的
な
計
画
を
立

て
早
期
実
施
を
求
め
ま

す
。
時
間
ば
か
り
が
経
過
し
、

「
本
当
に
実
施
す
る
気
が
あ
る

の
か
」
と
い
う
市
民
の
中
に
疑

問
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
乗
合

タ
ク
シ
ー
や
デ
マ
ン
ド
交
通
、

そ
の
方
向
性
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

昨
年
実
施
し
た

試
験
運
行
で
は
、
早

期
の
デ
マ
ン
ド
交
通
導
入
と
の

結
論
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
市
と
地
域
が
一
緒
に
な
っ

て
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
研

究
を
し
て
い
き
た
い
。

南
地
域
の
高
齢
化
率

は
30
％
を
超
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
域
か
ら
意
見
を
聞

き
、
重
点
的
に
進
め
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
27
年
度
末
ま
で

に
検
討
を
す
る
と
し
て
い
る
が

如
何
か
。

各
地
域
の
市
民

の
皆
様
方
の
ご
意

見
等
を
聞
き
ま
し
て
、
総
合
判

断
を
し
て
い
き
た
い
。

一
人
暮
ら
し
・
高
齢
者

　
世
帯
の
施
策
充
実
を

高
齢
者
の
健
康
増
進
・

維
持
を
図
る
た
め
予
防

医
療
の
拡
充
は
大
変
意
義
が
あ

る
。
重
症
化
さ
せ
な
い
た
め
に

も
検
診
の
無
料
化
を
講
じ
る
べ

き
と
思
う
が
如
何
か
。

よ
り
一
層
の
受
診

し
や
す
い
体
制
を
整

え
て
い
き
ま
す
。

市
内
39
区
ご
と
に
、
保

健
師
・
保
健
推
進
委
員
の

力
を
借
り
、
多
彩
な
対
策
を
講

じ
、
高
齢
者
の
予
防
医
療
に
つ

な
げ
て
は
如
何
か
。

専
門
職
や
健
康

管
理
課
の
方
に

は
、
常
に
出
て
い
く
と
い
う
姿

勢
を
持
つ
よ
う
常
々
い
っ
て
お

り
、
実
効
体
制
を
作
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
住
宅
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

伺
う
。

サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
住
宅
や
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
が

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
答
弁
で

は
「
九
十
九
路
団
地
の
１

階
を
高
齢
者
住
宅
に
す
る
」
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
足
り
な
い
。
市
長
公

約
に
は
、
住
み
な
れ
た
地
域
で

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

取
り
組
み
を
掲
げ
て
お
り
、
具

体
的
に
施
策
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
求
め
る
。
市
長
は
「
地
域

で
支
え
る
社
会
環
境
の
整
備
」

を
掲
げ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
か
伺
う
。

団
塊
の
世
代
が
75

歳
以
上
に
な
る
平
成

37
年
に
向
け
、
高
齢
者
が
介
護

を
要
す
る
状
態
に
な
っ
て
も
、

住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
住
ま
い
、
介
護
、
医

療
、
予
防
、
生
活
支
援
が
一
体

的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と

が
、
今
後
の
最
重
要
課
題
と
さ

れ
て
お
り
、
現
在
策
定
中
の
第

６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お

い
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
こ
ろ

で
す
。

介
護
保
険
制
度
改
定
の

　
　
　
影
響
に
つ
い
て

４
月
か
ら
始
ま
る
第

６
期
介
護
保
険
制
度
改

定
で
、「
要
支
援
者
」
に
対
す

る
通
所
・
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス

は
ど
う
な
る
の
か
伺
う
。

訪
問
介
護
サ
ー
ビ

ス
と
通
所
介
護
サ
ー

ビ
ス
は
、
現
行
の
介
護
予
防
給

付
か
ら
市
町
村
事
業
で
あ
る
地

域
支
援
事
業
に
平
成
27
年
４
月

か
ら
29
年
４
月
ま
で
に
移
行
し

ま
す
。
移
行
後
は
、
サ
ー
ビ
ス

を
そ
れ
ぞ
れ
「
訪
問
型
サ
ー
ビ

ス
」、「
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
」
と

し
て
位
置
付
け
、
介
護
保
険
事

業
者
が
現
在
と
同
等
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
ま
す
。

要
介
護
１
︐
２
の
人

は
特
養
ホ
ー
ム
に
入
所

で
き
な
く
な
り
、
在
宅
生
活
を

本
市
が
保
障
す
る
こ
と
に
な
る

が
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

か
。

平
成
27
年
４
月
以

降
、
新
た
に
入
所
す

る
場
合
、
原
則
要
介
護
３
以
上

が
対
象
で
す
が
、
要
介
護
１
．

２
の
方
も
在
宅
生
活
が
著
し
く

困
難
な
場
合
、
特
例
的
に
特
養

ホ
ー
ム
に
入
所
が
認
め
ら
れ
ま

す
。

年
金
で
入
れ
る
施
設

を
市
民
は
切
実
に
願
っ

て
い
る
。
低
所
得
の
施
設
利
用

者
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
居

住
費
・
食
費
の
補
助
︵
補
足
給

付
︶
を
政
府
は
削
減
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
本
市
は
ど
う
対
応

す
る
の
か
。

現
行
で
は
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
利

用
者
に
つ
い
て
、
申
請
に
よ
り

食
費
・
居
住
費
を
補
助
す
る
特

定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を

支
給
し
て
お
り
、
今
後
も
継
続

し
ま
す
。
し
か
し
、
配
偶
者
が

住
民
税
課
税
者
の
場
合
、
平
成

27
年
８
月
か
ら
「
特
定
入
所
者

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
の
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
滞
納
に
よ

り
、
サ
ー
ビ
ス
へ
の
利
用

が
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
。
保
険

料
・
利
用
料
の
市
独
自
の
減
免

施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

保
険
料
に
つ

い
て
は
、
本
市
の

個人
質
問

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
へ右　

山　
正　
美

日
本
共
産
党

個人
質
問

命
と
暮
ら
し
を
守
る
市
政
に

京　
増　
藤　
江

日
本
共
産
党

市 

長
市 

長
問問市 

長
市 

長
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市 

長
市 

長
問問

市 
長
市 
長
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長
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長
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市
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長
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長
問問市 

長
市 

長
問問

市 

長
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齢
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福
祉
課
長
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一 般 質 問

少
し
で
も
早
く
、
か
つ
専
門
的

に
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
で
す
。
子
ど
も
た

ち
の
今
を
守
り
、
未
来
を
開
い

て
い
く
の
は
私
た
ち
大
人
の
役

割
で
す
。
財
政
の
厳
し
さ
は
理

解
し
て
い
ま
す
。
新
た
な
る
施

設
を
造
っ
て
の
教
育
セ
ン
タ
ー

で
な
く
て
も
今
あ
る
教
育
施
設

の
一
角
や
そ
の
他
の
工
夫
を
加

え
れ
ば
、
い
く
ら
で
も
で
き
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
嘱
託

で
お
願
い
で
き
る
人
材
を
活
用

し
て
の
教
育
セ
ン
タ
ー
を
是
非

お
願
い
し
た
い
が
如
何
か
。

教
育
セ
ン
タ
ー

の
目
的
及
び
そ
の

効
果
を
最
大
限
に
活
か
す
た
め

に
は
、
改
め
て
教
育
委
員
会
の

組
織
の
改
編
、
見
直
し
は
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
し
っ
か
り
と
研
究

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
八
街
市
啓
発
資
料
の
作
成

◆
防
災
︙
自
助
・
共
助
精
神
の

昂
揚

◆
消
防
団
活
動
の
充
実

経
費
節
減
・
選
挙
公
費

市
長
選
挙
は
、
無
投
票

で
し
た
が
、選
挙
に
か
か
っ

た
経
費
は
ど
の
ぐ
ら
い
か
。

支
出
見

込
み
額
は

５
６
８
万
円
で
す
。

選
挙
用
ポ
ス
タ
ー
の
作

成
は
公
営
掲
示
板
１
６
７

箇
所
分
に
つ
い
て
上
限
38
万
７

千
２
７
３
円
ま
で
公
費
で
賄
わ

れ
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
の
選

挙
で
は
多
く
の
候
補
者
が
52
万

５
千
円
か
か
っ
た
と
し
て
上
限

額
を
請
求
、
市
民
か
ら
住
民
監

査
請
求
が
な
さ
れ
た
。し
か
し
、

平
成
23
年
の
選
挙
で
は
最
大
で

50
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
す
る
な
ど

多
く
の
候
補
者
が
大
幅
に
削

減
、
上
限
額
を
請
求
し
た
候
補

者
は
ゼ
ロ
と
な
り
、
総
額
２
５

０
万
円
の
節
税
と
な
っ
た
。
市

長
選
挙
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

市
長
か

ら
の
請
求

額
は
17
万
１
千
３
４
２
円
で

す
。

私
も
立
候
補
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
の
で
市

内
の
業
者
と
18
万
７
千
９
２
０

円
で
契
約
し
ま
し
た
。
選
挙
ポ

ス
タ
ー
は
20
万
円
以
内
で
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。
財
政
も

ひ
っ
迫
し
て
お
り
、
上
限
額
の

引
き
下
げ
を
求
め
る
。ポ

ス
タ
ー

制
作
に
ど

の
程
度
の
費
用
を
か
け
る
か

は
、
候
補
者
が
自
由
に
決
定
す

べ
き
で
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
ま
せ
ん
が
、
経
費
節
減

に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

地
域
経
済
の
振
興
と

活
性
化
を
図
る
た
め
、

選
挙
ポ
ス
タ
ー
等
の
委
託
は
市

内
の
業
者
に
限
定
す
べ
き
と
思

う
が
如
何
か
。

候
補
者

が
、
個
々

に
業
者
を
選
定
し
契
約
す
る
も

の
で
、
市
内
の
業
者
に
制
限
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
が
、
市
内
の
業
者
を

育
成
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

市
内
の
業
者
を
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

道
路
・
排
水
対
策

市
道
３
区
43
号
線
︵
４

０
９
か
ら
成
東
酒
々
井

線
ま
で
︶
の
安
全
対
策
は
。

現
地
を
再
調
査

し
、
危
険
性
が
確
認

さ
れ
た
箇
所
に
つ
い
て
路
面
表

示
の
設
置
や
注
意
喚
起
の
看
板

な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

市
道
の
嵩か
さ

上
げ
に

よ
っ
て
排
水
が
で
き
ず

関
係
住
民
が
苦
悩
し
て
い
る
。

対
策
を
求
め
る
。

市
道
の
嵩か
さ

上
げ
に
よ
り
、

私
道
の
方
に
雨
水
が
流
入
す
る

こ
と
が
事
実
と
す
れ
ば
当
然
、

何
ら
か
の
対
応
は
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
現
地
を
確
認
し

た
上
で
し
っ
か
り
と
対
応
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
、
市
民
と

の
対
話
促
進

◆
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

使
用
要
綱
・
使
用
料
の
廃
止

◆
市
道
４
区
22
号
線
︵
中
央
中

か
ら
千
葉
八
街
横
芝
線
に
通

じ
る
狭
い
市
道
︶
の
整
備

活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

ヒ
マ
ワ
リ
を
市
の
花

と
す
る
ま
ち
と
の
ヒ
マ

ワ
リ
サ
ミ
ッ
ト
の
考
え
を
伺

う
。

県
内
で
は
、
船
橋

市
、
柏
市
、
白
子
町

も
「
ヒ
マ
ワ
リ
」
を
指
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
県
外
都
市
と
の

交
流
、
情
報
発
言
の
手
段
の
一

つ
と
し
て
、今
後
、市
内
に
「
ヒ

マ
ワ
リ
」
の
花
を
咲
か
せ
る
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
中
で

考
え
ま
す
。

市
民
権
を
得
た 

「
ピ
ー

ち
ゃ
ん
、
ナ
ッ
ち
ゃ
ん
」

の
二
人
に
結
婚
、
出
産
と
い
う

プ
ロ
セ
ス
を
踏
ま
え
さ
せ
、
そ

の
子
ど
も
は
双
子
と
い
う
設
定

は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
少
子
化

の
中
で
婚
活
、出
産
へ
の
Ｐ
Ｒ
、

ま
ち
の
景
気
づ
け
の
た
め
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

今
後
の
「
ピ
ー

ち
ゃ
ん
、
ナ
ッ

ち
ゃ
ん
」
の
活
用
等
で
す
か
、

現
在
恋
人
ど
お
し
と
い
う
設
定

で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
伺
い
な
が
ら
前
向
き
に
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
９
月
に
策

定
し
た
八
街
市
教
育
振

興
基
本
計
画
の
活
用
、
評
価
、

計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
伺

う
。

平
成
27
年
度
か

ら
教
育
に
関
す
る

大
綱
を
定
め
る
べ
く
努
力
義
務

が
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
国

な
ど
の
動
向
を
踏
ま
え
、
整
合

性
を
図
り
計
画
の
見
直
し
を
し

ま
す
。
今
後
は
、
計
画
を
確
実

に
推
進
し
て
い
く
た
め
、
毎
年

実
施
し
て
い
る
事
務
事
業
の
点

検
、
評
価
に
つ
い
て
謙
虚
に
受

け
止
め
、
実
施
す
べ
き
取
り
組

み
を
具
体
的
に
示
し
た
行
動
計

画
を
定
め
、
必
要
な
施
策
を
展

開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
セ
ン
タ
ー

八
街
市
教
育
セ
ン

タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

伺
う
。

設
置
は
、
現
在
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

八
街
市
は
、
学
力
の
問

題
、
不
登
校
の
問
題
等
々

教
育
課
題
が
多
く
、
こ
れ
ら
を

個人
質
問

選
挙
ポ
ス
タ
ー
公
費
上
限
額
の

引
き
下
げ
を
求
め
る

桜　
田　
秀　
雄

改
革
ク
ラ
ブ

個人
質
問

活
力
あ
ふ
れ
る
や
ち
ま
た
と

明
日
の
や
ち
ま
た
を
創
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
め
ざ
し
て

林　
　
　
修　
三

誠　
和　
会

市 

長
市 

長
問問

問問選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
長

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
長

問問

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
長

問問選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
長

問問

長
部
設
建

長
部
設
建

市 

長
市 

長
問問問問

長
育
教

長
育
教

副
市
長

副
市
長

問問問問
長
育
教

長
育
教問問

長
育
教

長
育
教

問問
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と
し
て
は
、
本
年
度
よ
り
都
道

府
県
ご
と
に
、
農
地
中
間
管
理

事
業
を
担
う
、
農
地
中
間
管
理

機
構
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
本

市
に
お
い
て
は
、
農
用
地
利
用

集
積
円
滑
化
事
業
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
農
地
は
農

地
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
食
糧

を
生
産
す
る
基
盤
と
し
て
、
利

用
で
き
る
よ
う
守
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
市
単
独
の
農
業
後

継
者
育
成
支
援
給
付
金

は
、
今
後
も
継
続
す
る
の
か
伺

う
。

こ
の
事

業
は
、
２

年
間
と
い
う
単
独
事
業
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
財
政
状
況

も
あ
り
ま
す
が
、
親
元
就
農
を

大
事
に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

で
い
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
人
、
農
地
プ
ラ
ン
の
現
状
と

計
画

◆
青
年
就
農
給
付
金
の
所
有
権

移
転

◆
パ
ス
ポ
ー
ト
に
係
る
事
務
手

続
き

◆
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン

八
街
の
活
性
化　
　

八
街
産
農
産
物
に
つ
い
て

森
田
知
事
は
、
日
本

一
の
光
り
輝
く
千
葉
県

の
実
現
に
取
り
組
み
、
台
湾
を

訪
問
し
、
各
種
誘
致
活
動
、
千

葉
県
産
酒
類
の
輸
出
拡
大
に
向

け
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
八
街
産
農

産
物
の
輸
出
に
つ
い
て
伺
う
。

近
年
、
健
康
的
な

イ
メ
ー
ジ
や
美
味
し

さ
、
見
た
目
の
美
し
さ
か
ら
、

日
本
食
が
世
界
的
な
ブ
ー
ム
と

な
り
、
新
た
な
販
路
と
し
て
輸

出
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
市
内
の

生
産
者
や
団
体
等
が
農
産
物
の

輸
出
に
取
り
組
む
場
合
、
千
葉

県
と
連
携
し
支
援
を
し
た
い
。

本
市
は
成
田
空
港
か

ら
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と

い
う
地
の
利
を
活
か
し
、
観
光

農
園
と
協
力
し
、
東
南
ア
ジ
ア

の
観
光
客
を
呼
び
込
む
取
り
組

み
が
出
来
な
い
か
伺
う
。あ

ら
ゆ

る
場
面
で
、

本
市
の
農
産
物
を
ご
賞
味
い
た

だ
く
こ
と
や
、
本
市
に
観
光
客

と
し
て
お
見
え
に
な
っ
た
際
に

は
、
お
招
き
の
情
報
発
信
を
し

な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

八
街
産
ニ
ン
ジ
ン
の
消

費
拡
大
で
は
、
捨
て
ら
れ

て
い
た
形
の
悪
い
物
や
傷
の
あ

る
も
の
等
を
利
用
し
、
手
作
り

ジ
ュ
ー
ス
を
学
校
給
食
に
出
す

こ
と
が
出
来
な
い
か
伺
う
。

ニ
ン
ジ
ン
の
産
地

と
し
て
地
位
を
維
持

す
る
た
め
、
各
地
の
イ
ベ
ン
ト

等
に
出
向
き
、
消
費
拡
大
に
向

け
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。
学
校
給
食
で
は
地
産
地

消
に
留
意
し
、
八
街
産
野
菜
を

給
食
の
食
材
に
使
用
す
る
よ
う

に
努
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
ニ

ン
ジ
ン
ジ
ュ
ー
ス
の
活
用
は
、

製
造
コ
ス
ト
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

等
の
問
題
が
あ
り
、
現
時
点
で

は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
産
地
消
と
い
う
こ

と
で
、
八
街
市
で
日
本

一
を
目
指
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
る
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

農
産
物
で
日
本
一

と
い
え
ば
落
花
生
で

す
。
そ
の
他
ス
イ
カ
、
ニ
ン
ジ

ン
、
里
芋
、
ト
マ
ト
、
シ
ョ
ウ

ガ
な
ど
も
県
内
有
数
の
産
地
で

す
。
平
成
24
年
度
よ
り
市
内
で

生
産
さ
れ
た
シ
ョ
ウ
ガ
を
使
っ

た
ジ
ン
ジ
ャ
エ
ー
ル
や
ち
ま
た

を
商
品
化
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う
ほ

か
、
市
内
外
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展

開
し
落
花
生
に
次
ぐ
日
本
一
と

い
わ
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
へ

の
発
展
に
向
け
努
め
ま
す
。

道
路
問
題
﹆
冠
水
に
つ
い
て

市
で
管
理
し
て
い
る

道
路
で
も
、
大
雨
が
降

る
と
２
、
３
日
冠
水
し
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま

す
。
市
道
１
７
０
０
１
号
線
、

西
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
八
街
神
門

線
の
間
の
道
路
と
市
道
２
５
０

０
１
号
線
、
神
田
神
社
か
ら
岡

田
に
抜
け
る
道
路
で
す
。
原
因

に
つ
い
て
伺
う
。

市
道
岡
田
１
号
線

は
周
辺
よ
り
低
い
た

め
、
浸
透
施
設
を
設
置
し
て
い

ま
す
が
、
年
数
と
と
も
に
能
力

が
低
下
し
て
い
ま
す
。
梅
雨
時

や
台
風
時
期
の
前
に
施
設
内
の

土
砂
撤
去
や
の
み
口
の
清
掃
、

機
能
回
復
に
努
め
ま
す
。

災
害
時
応
援
協
定
を

本
市
と
塩
竃
市
と
の

災
害
時
応
援
協
定
を
望

む
が
い
か
が
か
伺
う
。

今
後
、
塩
竈
市
と

の
行
政
間
交
流
を
重

ね
、
お
互
い
の
状
況
を
十
分
理

解
し
た
上
で
、
し
か
る
べ
き
時

期
に
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
を

本
市
防
災
訓
練
に
机

の
下
に
潜
っ
て
身
を
守
る

「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
」
を

取
り
入
れ
ら
れ
な
い
か
伺
う
。

参
加
者
全
員
が
家

庭
や
職
場
で
も
簡
単

に
実
施
で
き
る
こ
と
か
ら
、
近

年
実
施
す
る
自
治
体
が
増
え
て

い
ま
す
。
本
市
で
は
、
こ
れ
ま

で
実
施
し
て
こ
な
か
っ
た
エ
リ

ア
メ
ー
ル
の
サ
ー
ビ
ス
を
今
年

度
中
に
開
始
し
、
来
年
度
以
降

に
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
実
施
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

自
主
防
災
組
織
の

　
　
結
成
促
進
を

本
市
で
の
自
主
防
災

組
織
の
結
成
促
進
と
計

画
を
伺
う
。

本
市
で
の
自
主
防

災
組
織
数
は
現
在
９

団
体
で
あ
り
、
十
分
な
数
値
と

は
言
え
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
全
市
民
が
加
入
で
き
る
程

度
の
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ

れ
る
こ
と
を
目
標
に
、
結
成
促

進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

耕
作
農
地
を
守
る
施
策
を

本
市
の
耕
作
農
地
を
守

る
た
め
の
施
策
を
伺
う
。

農
地
は
、
農
業
生

産
の
基
盤
で
あ
る
限

ら
れ
た
資
源
で
あ
り
、
農
地
を

守
る
事
は
重
要
な
課
題
と
考
え

て
い
ま
す
。
農
地
を
守
る
施
策

個人
質
問

豊
か
で
住
み
よ
い
街
づ
く
り
の
た
め木　

村　
利　
晴

誠　
和　
会

個人
質
問

災
害
時
協
定
と
防
災
、
及
び
農
業
施
策
に
つ
い
て

小　
山　
栄　
治

誠　
和　
会

市 

長
市 

長
問問問問経

済
環
境
部
長

経
済
環
境
部
長

市 

長
市 

長
問問市 

長
市 

長
問問

市 

長
市 

長
問問

市 

長
市 

長
問問市 

長
市 

長
問問

市 

長
市 

長
問問市 

長
市 

長
問問

問問経
済
環
境
部
長

経
済
環
境
部
長

シェイクアウト訓練とは？？
事前登録、事前学習、訓練
開始、ふりかえりの４つの段
階を踏まえた訓練のことで、
参加の意思さえあれば、どこ
でもだれでも気軽に参加する
ことができます。
訓練の内容は、時間になっ
たらその場で「３つの安全行
動」（まず低く、頭を守り、動
かない）を実施する、一斉防
災訓練です。
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産
後
ケ
ア
の　
　
　

取
り
組
み
に
つ
い
て

出
産
後
は
ホ
ル
モ
ン

の
バ
ラ
ン
ス
が
急
激
に

変
化
し
、
精
神
的
に
も
不
安
定

に
な
り
ま
す
。
今
、
産
後
ケ
ア

の
態
勢
作
り
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
本
市
の
産
後
ケ
ア
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

平
成
21
年
10
月
１

日
か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん

訪
問
員
に
よ
る
「
こ
ん
に
ち

は
あ
か
ち
ゃ
ん
事
業
」
を
実

施
。
生
後
４
个
月
ま
で
の
乳
児

の
い
る
全
て
の
家
庭
を
訪
問
し

て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
対
象
者

４
０
８
人
に
対
し
、
訪
問
実
施

者
数
は
４
０
６
人
で
し
た
。

産
後
ヘ
ル
パ
ー
制
度

や
、
相
談
窓
口
等
、
新

し
い
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

現
時
点
で
は
、

八
街
市
で
デ
イ
ケ

ア
、
産
後
の
入
院
等
の
導
入
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
平
成

27
年
度
か
ら
、
子
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
計
画
で
取
り
組
ま
れ

る
中
で
、
状
況
に
応
じ
て
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。児

童
虐
待
に
つ
い
て

今
年
11
月
、
子
供
の

権
利
条
約
が
国
連
総
会

で
採
択
さ
れ
、
25
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
ま
た
、
公
明
党
の

リ
ー
ド
で
児
童
虐
待
防
止
法

が
、
２
０
０
０
年
11
月
に
施
行

さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
11
月

が
児
童
虐
待
防
止
月
間
と
定
め

ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
本
市

の
児
童
虐
待
の
現
状
を
伺
う
。

児
童
虐
待
に
つ
い

て
は
、
八
街
市
要
保

護
児
童
等
対
策
地
域
協
議
会
を

設
置
し
、
児
童
相
談
所
、
警
察
、

保
健
所
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

医
師
会
、
民
生
委
員
、
児
童
委

員
協
議
会
及
び
市
役
所
の
各
関

係
部
署
等
の
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
虐
待
の
早
期

発
見
、防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

専
用
窓
口
の
設
置
に

つ
い
て
伺
う
。

専
用
窓
口
と
し
て

は
、
家
庭
児
童
相
談

室
で
、
家
庭
児
童
相
談
員
２
名

と
母
子
自
立
支
援
員
兼
婦
人
相

談
員
１
名
の
体
制
で
、
虐
待
の

通
告
や
相
談
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
夜
間
、
休
日
は
、

中
央
児
童
相
談
所
に
お
い
て
、

電
話
相
談
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

子
育
て
情
報
の
メ
ー

ル
配
信
を
望
む
が
如
何

か
。

メ
ー
ル
配
信

は
、
情
報
発
信
機

能
と
し
て
は
有
効
性
が
あ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
配
信
内
容
の

充
実
を
考
え
て
い
ま
す
。

防
災
に
つ
い
て

本
市
の
消
防
団
員
確

保
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

区
や
自
治
会
、
自

主
防
災
組
織
等
と
協

力
し
、
地
域
ぐ
る
み
の
団
員
確

保
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。な
お
、

県
内
に
お
い
て
、
機
能
別
団
員

を
組
織
し
て
い
る
自
治
体
や
、

女
性
消
防
団
員
を
任
命
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
の
で
、
活
動

内
容
を
調
査
研
究
し
、
減
少
し

て
い
る
消
防
団
員
の
確
保
に
向

け
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

個人
質
問

産
後
ケ
ア
の
取
り
組
み
と
、
消
防
団
員
確
保
に
向
け
て

服　
部　
雅　
恵

公　
明　
党

市 

長
市 

長
問問

市 

長
市 

長
問問

問問

長
部
民
市

長
部
民
市

市 

長
市 

長
問問

問問

長
部
民
市

長
部
民
市市 

長
市 

長
問問

請願をしたいとき新しい朝陽小学校を　
　　　　　　 紹介します。

「誰でも
トイレ」
が出来ました。

請願は国民が国や地方自治体に対し一定の希望を述べる憲法に保
護された国民の権利の一つで、市政について要望がある方なら誰で
も請願することが出来ます。
市議会に請願する場合は市議会議員の紹介が必要です。
提出された請願は、議会で議案と同様に審議し「採択」「不採択」

かを決定し、提出者へお知らせします。「採択」は議決機関である議
会の意思となりますが、採択即実現を指すものではありません。
○請願は、議会の開会・閉会中を問わず、いつでも提出することが
できます。

○請願は市議会議長あてに議会事務局へ提出してください。
○請願者は、住所、氏名を記名・押印してください。法人などの場合は、
所在地、名称、代表者の記名 ･押印が必要です。

○署名等は住所、氏名の記名・押印が必要です。（押印がないもの、
鉛筆書きは不可）

吹き抜け
（ライトコート）
により教室の奥まで
光がそそぎます。

太陽光発電
しています。

（停電時対応蓄電池
も備えています。）

（表　紙）

（内　容）

請　願　書

紹介議員　氏名　　　　　　　印

件名　　　　請願について
要旨　　　　　　　　　　
理由　　　　　　　　　　

以上、地方自治法第 124 条の規定により、　
請願いたします　　　　　　　　　　　　
平成　　年　　月　　日　　　　　　　　

請願者（代表）　　　　　　　　
住所　　　　　　　　　　　

　　　氏名　　　　　　　　　　　　　印
八街市議会議長　　　　　　　　　　様　
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議 会 日 誌

皆様方の中には、すでに社会人として実社会にお
いて、ご活躍されておられる方、また、勉学に専念
されている方もおられることと思います。
皆さんには、選挙権など様々な権利が与えられま

したが、それと同時に社会的責任も生じています。
現実の社会は、どんな人にとっても決して平坦な

道ばかりではありません。しかしながら、皆さん方
には、お一人おひとり、他の人とは違うそれぞれの
可能性が秘められています。
これからも、努力を忘れず、失敗を恐れず、目標

に向かい、あせることなく、かけがえのない人生を
大切に歩んでいってください。

（議長あいさつ）

成人おめでとうございます。

（成人式　平成27年１月11日／該当者864人）

★　議 会 日 誌　★★　議 会 日 誌　★
【11 月】

１日 ・成田市市制施行６０周年記念式典 成田市
２日 ・「沖の祭り」開会式
４日 ・後期高齢者医療広域連合議会・議会運営委員会・全員協議会
 千葉市
８日 ・八街市婦人祭
　　 ・全国消防操法大会 東京都江東区
９日 ・八街杯少年野球大会開会式
10 日 ・印旛管内市議会正副議長連絡協議会視察研修会及び定例会
～ 11 日  長野県塩尻市
13 日 ・PTA 連絡協議会合同研修会
15 日 ・八街南中学校区地域ミニ集会
16 日 ・東金市市制施行６０周年記念式典　                  東金市
18 日 ・八街中学校区「キャリア教育」公開研究会
19 日 ・後期高齢者医療広域連合議会定例会 千葉市
21 日 ・公共下水道大池第三雨水幹線建設工事現場見学会
22 日 ・市民文化祭授賞式 
　　 ・全国消防操法大会出場報告会・慰労会
　　 ・印旛沼環境基金設立３０周年記念式典 佐倉市
23 日 ・産業まつり開会式
25 日 ・会派行政視察（やちまた２１） 岩手県
～ 27 日
27 日 ・社会福祉大会

【12 月】
２日 ・議会運営委員会
６日 ・産業まつり農産物共進会表彰式
　　 ・ペットボトルライトアップツリー点灯式
７日 ・シニアクラブ連合会チャリティー活き活き祭り
　　 ・千葉県スポーツ少年団柔道交流大会
９日 ・農業研究会「男女共同参画フォーラム in やちまた」
12 日 ・本会議（12 月定例会開会）
13 日 ・少年野球教室
14 日 ・ユニークダンスのつどい
15 日 ・本会議・一般質問
16 日 ・本会議・一般質問
17 日 ・本会議・一般質問

18 日 ・本会議・議案の質疑
　　 ・全員協議会
　　 ・議会運営委員会
19 日 ・総務常任委員会
　　 ・文教福祉常任委員会
22 日 ・経済建設常任委員会
24 日 ・文教福祉常任委員会協議会
　　 ・文教福祉常任委員会
25 日 ・本会議（12 月定例会閉会）
　　 ・全員協議会
　　 ・議会だより編集委員会
　　 ・文教福祉常任委員会協議会
26 日 ・佐倉市八街市酒々井町消防組合議会定例会 佐倉市

【１月】
６日 ・新しい時代を開く千葉県民の集い「新春賀詞交歓会」

千葉市
７日 ・連合婦人会新年の集い
９日 ・新春賀詞交歓会（商工会議所）
11 日 ・成人式
12 日 ・消防出初式
18 日 ・ピーナッツ駅伝大会
21 日 ・議会改革検討協議会
22 日 ・八街少年院成人式
　　 ・千葉県北総地区市議会正副議長会臨時会 印西市
23 日 ・八街っ子夢議会
25 日 ・新春子ども会書き初め展表彰式
　　 ・後期高齢者医療定例会議会運営委員会・全員協議会

千葉市
26 日 ・会派行政視察（公明党） 長崎県
～ 28 日
27 日 ・会派行政視察（誠和会） 佐賀県・福岡県
～ 29 日
30 日 ・八富成田斎場管理運営連絡協議会 成田市
31 日 ・近隣中学校交流柔道大会

※議長・副議長をはじめとする議員の主な議員活動を掲載しています。
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議 案 と 結 果

 〇平成25年度決算の主な内容 ２～3P
 〇提出議案・各常任委員会の内容 4～5P
 〇一般質問（代表5人・個人9人） 6～14P
 〇議会日誌 １５P
 〇審議された議案と結果 １６P

市議会だより
やちまたやちまたやちまたやちまた
市議会だより市議会だより

第 号199 平成27年（2015年）

〔２月15日発行〕

　１月2３日（金）に市議会議場において
八街っ子夢議会が開催されました。市内
の小・中・高校生が身近な問題を市長な
どに問いかけました。

八街っ子夢議会

12月定例会 編 集 後 記

●議会だより編集委員会●

※本紙にご意見等ございましたら「議会だより編集委員会」までお寄せ下さい。　TEL０４３（４４３）１４８２

　委員長／林　政男　副委員長／服部雅恵　委員／京増藤江・新宅雅子・古場正春・　　　　　　　　　　　　 山口孝弘・石井孝昭・木村利晴・小山栄治

　2015新春を迎えました。市民の皆様はどのような思いで今年を迎えられましたでしょうか・・・
　国ではそれぞれの市町村が多種多彩に町おこしを進めていく地方自治体に対し、「地方創生を支援・援助していく」を今
年の最大のテーマと掲げました。また経済に於いては一部好転の兆しが出て参りました。八街市も特色を生かした市政運営
を期待したいと思います。また選挙の投票率の問題です。八街市に於ける昨年の衆議院議員選挙の投票率は低迷を続けまし
た。今年は地方統一選挙の年であり、千葉県議会議員選挙と八街市議会議員選挙があります。市民皆様の貴重な一票を有効
にご活用くださるようお願い申し上げます。八街市の明るい未来の為に、我々市議会議員はこれからも皆様の貴重なご意見
を拝聴しながら研鑽をして参ります。
　3月議会が2月20日から始まります。また、代表質問・一般質問が2月25日、26日、27日の３日間です。お気軽に議会傍聴
にお越しくださいませ！
　この「市議会だより」が市議会と市民皆様とを近づける橋渡しとなることをご祈念致します。　　　　　（石井　孝昭）

八街市議会３月定例会のお知らせ
八街市議会３月定例会は２月20日㈮から３月23日㈪までの日程で行われる予定です。
○一般質問日程（予定）２月25日㈬・26日㈭・27日㈮ 午前10時～
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９月定例会　継続審査議案
議９ 平成２５年度八街市一般会計歳入歳出決算の認定 認　　定 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○

議10 平成２５年度八街市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 認　　定 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○

議11 平成２５年度八街市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 認　　定 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○

議12 平成２５年度八街市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 認　　定 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○

議13 平成２５年度八街市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 認　　定 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○

議14 平成２５年度八街市水道事業会計決算の認定 認　　定 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市　長　提　出　議　案
議１ 専決処分の承認（平成２６年度八街市一般会計補正予算） 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議２ 非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一
部改正 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議３ 八街市税条例の一部改正 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議４ 八街市包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議５
八街市指定介護予防支援事業者の指定に関し必要な事項並びに指定
介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に
係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例

原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議６ 市道路線の認定 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議７ 八街市公共下水道大池第三雨水幹線建設工事に係る基本協定の変更 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議８ 平成２６年度八街市一般会計補正予算 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議９ 平成２６年度八街市国民健康保険特別会計補正予算 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議10 平成２６年度八街市介護保険特別会計補正予算 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議11 平成２６年度八街市下水道事業特別会計補正予算 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議12 平成２６年度八街市水道事業会計補正予算 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議13 八街市一般職の職員の給与等に関する条例及び八街市一般職の任期付き職員の採用等に関する条例の一部改正 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議14 八街市立朝陽小学校校舎及び屋内運動場改築建築工事の変更契約の締結 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　員　提　出　議　案
発10 八街市議会委員会条例の一部改正 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案番号欄　議・・議案、　発・・議員提出議案（発議案）
※湯淺祐德議長は採決に加わりません。
　各議員の賛否欄　○・・賛成、　×・・反対、　 欠・・欠席、

平成26年12月定例会議案等賛否一覧




